
III

刊行にあたって
はじめに
統計表と統計図の理解のために－凡例－
統計解説－その構成、検討・評価および改善方向について－

第１章　人　口 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 1

世界の人口と貧困者 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 2

１　世界人口は65億人に近づいている。先進国人口は５人のうち１人である／2

２　日本の人口は2005年に世界の第10位。2050年には予想で16位である／3

３ 人口20％以下の先進国のエネルギー消費量は世界の半分以上を占め、開発途上国の平均１人あたりと比

較すると５倍の差になる／3

４　2001年の世界人口のうち、11億人、20％が開発途上国の極貧者である／4

日本の総人口の推移と年齢別構成――――――――――――――――――――――――――――――――――― 5

５　予測によれば日本の人口は2005年の１億2,780万人を頂点にして減り始める／5

６ 人口構成は「ピラミッド型」、「釣鐘型」を経て、細長い「ツボ型」へ変化する－100年間の少子高齢化による人口

構成－／5

７ 老年人口の増加が続く一方で、年少人口の減少が、生産年齢人口の減少におよび、21世紀半ば以降は全

年齢階層で人口減少に転じると予想されている／7

８ 年少：生産年齢：老年の人口は、100人中、1980年の24：67：9が、2010年には13：64：23、2050年には

11：54：36になる／7

９　人口全体では女性は男性よりも多い。特に高齢者層に女性が多い／8

日本在住外国人数と国別状況――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 8

10 国勢調査によれば、2000年の日本在住の外国人数は131万人で女性が多い／8

11 国籍別では、韓国・朝鮮、中国、フィリピン、ブラジル籍が多い／9

少子化と平均寿命の伸び――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 9

12 合計特殊出生率は、2004年に1.29まで低下した／9

13 世界全体の合計特殊出生率は2.65であり、日本は先進国中でも最も低い国のひとつである／10

14 出産年齢が高まっている／11

15 平均寿命は男女とも伸び続けており、2004年には女性が85.6歳、男性が78.6歳である／11

16 平均寿命では世界トップレベルである／12

出生と死亡 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 13

17 出生数が減少する一方で、死亡数が高まる－人口減少社会へ－／13

都道府県別の人口分布と将来 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 14

18 人口減少下での大都市圏への移入による都道府県間の人口規模格差拡大／14

統計解説 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 16

第２章　家族と世帯―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 17

結婚と離婚 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 18

１　婚姻件数は72万件、再婚率は男女とも上昇している／18

２　国際結婚は年間約４万件、夫が日本人の国際結婚が８割を占めている／18

３　平均初婚年齢は男女とも上昇、男女の年齢差は縮小している／19

４　結婚で女性の働き方が変化し、無職女性は結婚前より２割増加する／19

５　離婚件数は27万件、20年間で件数は約２倍に増加している／20

６　1990年以降の日韓の離婚率は、諸外国と比べて増加率が高い／20

７　離婚の申立て人は女性７割。女性の申立ての動機は多岐にわたっている／21

８　親権を行う子のいる離婚の割合は、全離婚の６割である／21

９　親権を行う子のいる離婚で、妻が全児の親権を行う割合は８割である／22

配偶関係 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 22

10 男女とも有配偶者は６割、女性の死別・離別者割合は男性の３倍である／22
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11 25～29歳では、女性の５割強、男性の７割が未婚・非婚である／23

12 女性は事務･技術･管理関係の職業で未婚・非婚者割合が高い／23

世帯と家族 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 24

13 全世帯の９割近くが核家族世帯と単独世帯。世帯人員は平均2.67人である／24

14 25～39歳の未婚女性の７割以上、男性の６割以上は家族と同居している／24

15 女性の単独世帯の４割が65歳以上の世帯、男性では20歳代が３割を占める／25

子どものいる世帯 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 26

16 18歳未満の子どものいる世帯は減少し、全世帯の３割弱の1,300万世帯である／26

17 母子･父子世帯になった時は、末子年齢が０～２歳以下の時の割合が高い／26

18 夫婦と未婚の子の世帯で末子年齢１歳未満では、母親の就業率は２割である／27

19 出産退職者は４割、第１子出産で育児休業制度の利用者は１割である／27

高齢者と家族 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 28

20 65歳以上の高齢者のいる世帯は、全世帯の約４割を占めている／28

21 子との同居は65～69歳で男女とも４割、80歳以上で女性は７割である／28

22 65歳以上の単独世帯は373万世帯、単独世帯は30年間で６倍に増加している／29

都道府県別にみた家族・世帯 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 30

23 大都市圏では、未婚・非婚者割合が高く、世帯人員数が少なく、母親の就業率が低いが、地方圏では世

帯人員が多く、児童のいる世帯割合も、母親の就業率も高い／30

統計解説 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 32

第３章　労働力と就業 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 33

就業状態の概観 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 34

１　労働力人口の４割強、非労働力人口の７割弱が女性である／34

２　完全失業者数の４割弱を女性が占め、30～40歳代の女性の完全失業率が高い／35

３　女性は非労働力人口の７割弱を占め、そのうち１割強が就業を希望している／36

４　新規学卒者および15～34歳人口に占めるニートの割合が男女ともに1990年代以降で高まっている／36

年齢階級別労働力率 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 38
５　女性の20歳代後半から30歳代前半の労働力率が上昇している／38

６　Ｍ字型がみられる国は日・豪、みられない国は主要欧米国である／39

主要属性別就業者構成 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 40

７　雇用者や自営業主の割合において女性は男性よりも常に小さい／40

８ 女性の就業はサービス、卸小売、飲食業で多く、運輸・通信および管理的職業で少ない－産業と職業に

おける性別就業分離－／40

９　女性管理的職業従事者はなお少数であり、その女性割合は国際的にも低い／42

非正規労働 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 42

10 女性割合は正規雇用者では３割にとどまるが、パート・アルバイトでは約８割に達する／42

11 入職前１年間に就業経験のない30歳代以上の女性の６割強がパートタイム労働者になる／43

12 フリーターの数は厚生労働省推計によれば2004年では女性119万人、男性95万人である／44

自営業従業者 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 44

13 自営業従業者は大きく減少している中で、家族従業者に占める女性割合は増加している／44

14 農林業従事者には高齢者が多く、自営業主は男女とも60歳以上が７割を占め、家族従業者は女性が６割

を占めている／45

都道府県別就業状態 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 46

15 大都市圏以外の地域で男女の労働市場参加が高い／46

統計解説 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 48

第４章　労働条件 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 49

賃金・所得 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 50

１ 男性の平均賃金水準を100とした時の女性の平均賃金水準は、一般労働者では2004年に65.7まで上昇し格

差は縮小したが、パートを含む全雇用者でみると51.3と低く、格差は拡大傾向にある／50
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２　雇用形態間の賃金格差は拡大傾向にある／51

３ 2002年に300万円未満の年間所得稼得者の割合は、男性は正規雇用者の21％、女性は正規雇用者の54％、

パート女性の99％、派遣女性の89％を占める／52

４　日本は先進国中で性別賃金格差が最も大きい国のひとつである／52

有償労働時間・勤続年数 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 53

５　有償労働時間は、男女、一般・パート労働者についても、減少している／53

６ 女性パートの約４割が週35時間以上働く「擬似パート」である。60時間以上働く男性は、正規雇用者の

約２割、派遣・嘱託などの１割にも達している／53

７　年間労働時間は、男女ともに減っているものの、女性は1,800時間を、男性は2,000時間を超えている／54

８　平均勤続年数は男女ともに伸びているが、女性の平均勤続年数は男性より約４年短い／54

企業における男女平等政策 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 55

９　総合職に男性のみ、一般職に女性のみを採用した企業は、それぞれ５割前後におよぶ／55

10 ３割の企業がポジティブ・アクションにすでに取り組んでいるが、６割が未定･不明である／56

11 出産カップルのうち育児休業を取得した女性は７割、男性では0.4％にすぎない／57

12 子の看護休暇制度がある事業所は、2003年に16.9％で、増加傾向にある／57

13 33％の事業所が配偶者出産休暇の制度あるいは慣行がある／58

14 介護休業制度を就業規則に明文化している事業所は５割以上に達したが、休業取得者は増えていない／58

15 北欧における育児と仕事の両立支援策は充実しており、男性の育児参加を高めている／59

16 セクシュアル・ハラスメント防止に向けた取り組みは不十分である／60

17 女性労働者から都道府県労働局雇用均等室に寄せる相談件数は、2004年に約１万4,000件で、この５年間

変化していない。特にセクシュアル・ハラスメントや母性健康管理に関する相談が多い／62

労働組合 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 62

18 労働組合員の推定組織率は年々減少し、女性では12.8％、男性では23.4％である／62

19 １労働組合の執行委員に占める女性は、2002年に14％と低い／63

都道府県における労働条件 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 64

20 時間あたりの所定内給与、最低賃金額、賞与は、関東・関西地域で相対的に高く、沖縄や東北地域で低

い。しかし、賃金の格差は大都市圏で大きい／64

統計解説 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 66

第５章　生活時間と無償労働――――――――――――――――――――――――――――――――――― 67

生活時間の全平均にみる傾向 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 68

１ 15歳以上人口の総平均でみると、2001年の平日の収入労働時間は男性は７時間30分で女性の２倍、家事

労働時間は25分で９分の１であり、時系列でみてもその格差は縮小していない／68

雇用労働者の生活時間 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 69

２ 正規職員・従業員では男性の収入労働時間は女性より１時間30分長く、家事労働時間は１時間30分短い。

パートでは男性の収入労働時間が１時間20分長く、家事労働時間が３時間短い／69

３ 週間就業時間が長くなると、男女ともに生理的時間と余暇時間が短くなるが、男性の家事労働時間は週

間就業時間の長短にほとんど関係がない／69

４ 有業未婚男女の生活時間の性差は少なく、女性の平日の収入労働時間は８時間以上であり、家事労働時

間は１時間未満である／70

５ 雇用者の趣味・娯楽活動は総じて女性の行動者率が高いが、テレビゲーム、スポーツ観覧、パチンコは

男性の行動者率が女性を上回る／71

６ 国際比較によると、日本の男性の「収入労働・勉強」時間は最長で、「家事労働」時間は最短である。

日本は「家事労働」時間の性別格差が大きい／71

育児期と介護期の生活時間 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 72

７ 「保育所利用」の夫妻の収入労働時間は、夫は短く、妻は長く、両親との同居は保育状況に関わらず妻

の収入労働時間を増加、家事労働時間を減少させる／72

８ 子ども（10～14歳）と共に過ごす時間は週平均で父親が２時間35分、母親が約４時間で、最も行動者率

が高い行動は、父母とも「食事」である／73

９ 有業者の女性介護人の家事労働時間は約４時間、介護・看護時間は42分で、男性の家事労働時間の約５
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倍、介護・看護時間の約３倍である／73

10 介護・看護時間は男性介護人では介護支援を月１回以内で利用している場合が最も長く、女性介護人は
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い／80

19 正規職員・従業員の家事労働時間は男女ともに山形と沖縄で長く、性別間格差は大都市圏ほど小さくなる傾向
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20 正規職員・従業員で全労働時間が最長なのは女性は山形、男性は東京、大阪であり、大都市圏のパート
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１ 主な家計収入の種類別世帯数では、「賃金・給料が主な世帯」が６割、「恩給･年金が主な世帯」が２割を占め

る／84

２人以上の世帯の家計（勤労者世帯）――――――――――――――――――――――――――――――――― 85

２　妻の収入割合は増加傾向にあるが、１世帯平均では１割程度にすぎない／85
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